
広陵町の文化芸術推進基本計画（仮称）に関する
パブリックコメント意見及び回答

１ 実施期間
令和４年３月１７日（木）から同月３０日（水）まで

２ 受付結果
(1) 人数

２人

(2) 受付方法
電子メール １件
インターネットフォーム １件

(3) 意見数
６件

３ 意見及び回答
※ 同じ意見と考えられるものは、まとめて回答しています。

番号 意見箇所 意見の内容 回 答

１ Ｐ１下から３段 ＊ ビジョンの記述が極め １）に関して
落：文化芸術と てわかりにくい 「ビジョン」は、本基本
生涯学習のビジ １）「文化芸術と生涯学習 計画案をまとめるに当たっ
ョンを本基本計 のビジョン」が初めて単語 て、広陵町の文化芸術施策
画の骨格として として現れ、本計画の骨格 及び生涯学習推進について
取りまとめられ であるなら、はじめにの第 基本的方向を定めるために
ました。 一段落に記述したほうがよ 取りまとめたもので、この
下から２段落： ろしいのではないか、ビジ ビジョンをベースにして計
広陵町自治基本 ョンは普通最初に明確に示 画が定められたものです。
条例（令和３年 すものと思われる。そし 本文中に説明がないこと
５月広陵町条例 て、結局のところ、ビジョ から、説明を加えます。
第１号）には「 ンを一言、二言、または一
文化及び生涯学 枚の絵で表現できるか。 ２）に関して
習 のまちづく ２）広陵町自治基本条例が 広陵町自治基本条例は、
り」が盛り込ま 本計画より上層条例なの まちづくりの主体としての
れており、政策 か、それとも、並列関係の 町民、町議会、行政が、互
の根底に文化芸 条例なのか、関連性がわか いの役割を認識しながら連
術、生涯学習が りにくい。いずれにして 携し、共通の目的のために
据えられていま も、自治条例の条項⑲⑳は 協働して、住民自治を基盤
す。 ビジョンとではないはずな とした広陵町のまちづくり
下から１段落： ので、ここで、ビジョンそ を進めていく際の基本ルー
先にまとめたビ のものをより簡潔に記述さ ルを定めたもので、包括的
ジョンを骨格と れた方がよいのではない な位置付けとなります。
して… か。 条例と計画は別のものと

３）上記の１）と２）を整 なりますが、計画も自治基
理された上で、やっと、先 本条例の考え方に基づきま
にまとめたビジョンといえ す。
るのではないか。



番号 意見箇所 意見の内容 回 答

要するに、文のつながりの ３）に関して
推敲をお願いしたい。現 概要編は、基本計画その

状では、「文化及び生涯学 ものの概要であるため、基
習のまちづくり」＝ビジョ 本計画策定の背景部分を省
ン？の感じになっている。 略して作成しております。
概要編では、ビジョンの

言葉は一回も出てこず、結
局ビジョンはなにか？ある
のか？

２ ｐ１１ １） ｐ．１１に「アウト １）及び２）に関して
(6)アウトリー リーチ」が初めて出て、出 出前事業は、アウトリー
チ活動 前授業を指すなら、「出前 チ活動の一つであって、ア
ｐ１５ 授業」活動でもよいのでは ウトリーチ活動の全てでは
(3)アウトリー ないか。業種により、アウ ないため、アウトリーチ活
チ活動 トリーチに対する捉え方が 動とします。

ことなる、例えば、医療介 また、アウトリーチの用
護なら訪問支援になる。美 語の説明を先に定義いたし
術館・博物館なら、対外的 ます。
広報活動。住民の町づくり また、現状として行われ
活動なら、自ら参加する意 ている活動は、アウトリー
欲はない・できない、また チ活動のごく一部の活動に
はＩＣＴを利用できない住 限られており、本計画では
民まで直接意見を募集する 基本的なアウトリーチ活動
ことを指すなど。 を示すことにより、計画の
２） ｐ．１５で再度「ア 実行過程において広陵町に
ウトリーチ」が出て、やっ 即した活動を展開していく
と詳細な説明が出た。でき こととしております。
れば、ｐ．１１の前に、「
アウトリーチ」を定義説明
し、または、注釈をおいて
ほしい。なぜなら、言葉の
範疇を定義する前に使われ
ると、解釈に混乱を持たす
から。
全編「アウトリーチ」が

１５回出てきたが、世の中
の既存文章のコピー＆ペー
ストにすぎず、広陵町の状
況を反映する具体的な内容
があったほうが良いと思
う。。



番号 意見箇所 意見の内容 回 答

３ ｐ１７ 公民館＝○○プラットフ 「プラットフォーム」は
４）公民館は地 ォームの表現がわかりにく ＩＣＴ分野で多く使われて
域共生社会のプ い。一般的には、「プラッ おりますが、必ずしもＩＣ
ラットフォーム トフォーム」はＩＴシステ Ｔ用語だけではないと認識

ムで多用の言葉で、市民活 しております。
ｐ１９(2) 動を指すときは、○○の仕 ご指摘のとおり「仕組み」
③ 今後の公 組みに当たることが多い。 を指すこともありますが、

共文化施設は、 ここで、公民館をプラッ 本計画では「基盤」、「基
施設面（ハード トフォームで表現すると 礎」、「土台」など公民館
面）では複合化 き、物理的な場所、関係団 をターミナル、鉄道駅のプ
及び多機能化の 体、そして、何らかの仕組 ラットフォームをイメージ
視点を持たせ、 みのどこまで包括するか、 した用語として使っており
機能面（ソフト わかりにくいと思われる。 特定の日本語で示した用語
面）については そこで、ｐ．１９でのネ より幅広い意味を持たせて
各種施設との連 ットワークとＰ．３６ で 使用しております。
携・ネットワー の記述に対して、ＩＣＴ意 ＩＣＴ分野の用語ととら
クを進める。 味合いのプラットフォーム えられないよう、用語の注

やネットワークの構築を含 釈を加えます。
ｐ３６ むかと思ってしまう。言葉
⑤ さまざまな の定義が必要と思われる。
連携．．関係者 デジタル技術とサービスが
が交流したり情 日常生活に浸透してきた現
報交換できる 在と今後、すでに定着した
プラットフォー ＩＣＴ言葉を市民活動に使
ムやネットワー 用する場合、単語の定義に
クの構築を進め は一層注意と注釈をしてい
ます ただきたい。。

４ 第５章 広陵町 きっとこれからどの様に 文化・芸術や生涯学習を
の文化芸術推進 構築し、また優先順位等が 支えるのはまさに「人」で
の基本方向と施 決まってくることと思いま あると認識しております。
策 すが、５章の５番目の項の 文化・芸術を担う人をい
１ 文化芸術推 人事を尽くすことが最優先 かに育成するかが今の課題
進の大綱（基本 事項と考えています。 ですので、本計画に基づき
方向）と施策 人材育成と仕組み等のソ 人材育成に取り組みます。
(5) 文化芸術が フト面に先ずは資本を集中
育つしくみをつ し、今活かせるハード面の
くる（人材づく 活用等を整理してくだされ
りと文化芸術マ ば幸いかと思っています。
ネジメント、文 私のようなものがご意見
化芸術における を述べられるものではあり
協働） ませんが、この先の庁舎の

建て替えもにらんで、将来
の方々の負の遺産を残さな
いようお願いいたします。
それとともに世界に羽ばた
ける町民の育成をお願いし
ます。



番号 意見箇所 意見の内容 回 答

５ 全体 総じて、特に、カタガナ プラットフォーム同様に
単語の使用に再度確認され 用語に注釈等を行い、誤っ
た方が良いかと思われる。 た解釈が起こらないように
プラットフォーム、ネッ いたします。

トワーク、ビジョン、ステ
ップアップ、アウトリー
チ、プロデュース、ツー
ル、ストック など、ステ
ージ（段階）

６ 全体 全体として、過去活動の 今後の運用において十分
振り替え内容が多いが、若 に考慮しなければならない
い世代向け活動内容が乏し ことであると考えます。
い。特に、コロナ禍に限ら
ず、現在もこれからも必要
不可欠となるＩＣＴの利活
用に関する記述は極めて少
ない。内容として、温故懐
古が多い、温故知新、温故
創新が少ないと思われる。
すなわち、、青少年、４０
代以下向けての文化活動や
生涯学習関連の視点や内容
が乏しい。協議会委員の年
齢層によって生じた偏りか
もしれない。


